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　しばらく，この静脩の出版がおくれていた。

さきの館長堀江保蔵教授が学内の図書ないし

図書館に関するコミュニーケーション，とり

わけ全学に広く分散している図書室の職員の

連絡業務・研究の活発化を願われて，創始さ

れたことは極めて貴重なことであり，それな

りに今目まで，全学的役割を果してきたと考

えている。

　わたくしが，昨年春，はからずも附属図書

館長に選ばれて以来，残念ながら，わたくし

なりの気持を，誌上をかりてご挨拶申し上げ

ることが延引してしまっているが，創始以来

の方針が今後も踏襲せられるべきことはいう

までもない。ただ発刊以来十年近く経た今日，

大学図書・図書館の問題は，それなりに量・

質ともに変遷があり，また，われわれのなす

べきことも，これに対応して変化のあるべき

ことは否定できない。

　この十年の歩みを振り返れば，何よりもそ

の間の図書あるいはその他の方法を通じての

情報量の飛躍的増大が指摘されねばならない。

またそのため，これを入手する方法に従前と

は異なった一段の努力が必要なのみならず，

その手段にも質的にも異なった方策を考え出

さねばならなくなったことが痛感される。さ

らに，これらの購入，設備運営に対する費用

も飛躍的に増大している。今日各研究者はこ

の情報の収集，整理，伝達に，研究者固有び）

職分たる思索の時間を大きく割かねばならな

くなっている。これに対応する図書系職員も，

格段の努力のみならず能力の増大を要求され

ている。ただでさえ増大する事務量に加えて，

新しい運営のための職員そσ）もグ）び）研究へσ）

時間が要求されている。しかも，予算の絶対

的不足，能率化のための機械化ヘグ）要望とそ

れに対する対応，山積する諸問題は，個々に

みれば，小さな問題のようにみえるが，それ

を末解決のまま放置すれば，やがて大学を襲

う基本的かつ至難な一大問題となってわれわ

れを苦しめるおそれすらないとはいえない。

　この機会に，逐次大学図書館に関する諸問

題を図書館・図書室のがわからも，また研究

者のがわからも，相互に問題提起し，本誌を

その対話の場としたい。それぞれについては，

わたくしもまた折にふれて今後皆様に訴えて

いきたいと考えている。この機会にわたしの

卒直な気持を申し述べてご挨拶に代えさせて

頂きます。
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昭和48年度本館利用状況について

　本館では，毎年度1年間σ）利用状況を目計

・月計・年計にまとめている。利用統計の種

類は利用者別，分類別，種別（指定図書・貴

重図書など）の3種類で，それぞれを利用区

分（閲覧と貸出）と配架区分（開架と庫内）

とに区分している。今ここに掲載するもσ）は，

（1）利用者別く表1＞，（2）分類別く表2＞，o）

2種類と，開架図書の利用についての利用者

別と主題別利用状況を集計比較したr開架図

書利用比（冊数）」＜図1＞である。これは

昭和48年10月～12月の3ヵ月間だけを抽出

して行なったもグ）である。

　昭和48年度σ）総利用数は，昭和47年度に

比べて約20％減（15．787冊，9．925人）で

あった。減数の内訳は，冊数は開架図書が

16，128冊，庫内図書（貸出）が969で，合計

17，097冊となっている。庫内図書の閲覧は

わずかながら（1，310冊）増である。人員で

は，開架図書（閲覧α）み）が9，691人と大き

く下回っているほか，庫内図書でも閲覧24

人，貸出210人といずれも減っており，合計

9，925人であった。そσ）原因はいろいろ考え

られるが，特にはっきりしているのは，昭和

48年5月8日を境にして，教養部学生び）開架

図書グ）利用がそれ以前と比べて30％前後グ）

減少となっていることである。こグ）現象は年

表1　1利用者別利用状況
＼

利用
者別

雰利
区

教養

法

1．　経

学　　文

生

教育

工

医

薬

2．大学院生

3．職 員

4．研修員ほか

5．学外　者

合　　計

閲 覧

開架

　冊
13，567

17，381

954

3，106

207

7，269

4，736

982

292

447

2，407

343

408

155

52，254

庫内 計

　冊　　　冊
1，786　 　15，353

603

157

1，372

91

449

197

102

53

11

3，258

1，163

2，308

3，669

15，219

17，984

1，lll

4，478

298

7，718

4，933

1，084

345

458

5，665

1，506

2，716

3，824

67，473

貸出

庫内

冊
67

　
1

696

168

1，333

68

229

210

223

26

12

2，821

3，078

604

0

10，835

合　計

冊数

　冊
16，720

18，680

1，279

5，811

366

7，947

5，143

1，307

371

470

8，486

4，584

3，320

3，824

78，308

人員

　人
9，507

10，069

786

3，100

202

4，638

2，951

824

197

269

3，131

1，538

734

702

38，648

和洋別

口禾

　冊
16，592

18，657

1，259

5，741

346

7，906

5，054

1，148

366

470

8，1．58

4，336

3，170

3，641

76，844

洋

冊
銘
23

　
1

20

70

20

41

Q
ゾ

98
55
0

328

248

150

183

1，464

百分比

％（冊）

21．4

23．8

1．6

7．4

0．5

10．1

6．6

1．7

0．5

0．6

10．8

5，9

4．2

4．9

100．0
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　4文学語学
　　（7
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　　（7）

6自然科学
　（26）

度内つづいていることからみると，教

養部図書館の開館がそフ）原因であろう　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴史と推測される。教養部学生σ）1年間の
　　　　　　　　　　　　　　　　3経・社（1・9）4文学也驚
利用を月別にみると・最高は試験期の　2法。政33）　　　（5．2）

49年2月1，496人・49年1月940人1宗教（．
　　　　　　　　　　　　　　　　哲学
であるが，48年7月273人，49年

3月471人と最下位を示しているび）は　　　　　　雑誌（7．6）

休暇に入ったためである。特に3月だ

けについてみると，前年度び）3月は

2，042人であった。それに対して48

年度が少なかったのは，2月20日で

試験が終り，翌日から春季休業となっ

．．【1

6自然科学
　（49．8）

たためである。そび）ほかの本館第一閲

覧室び）天井補修工事び）ため，やむを得ず48

日間休館（48年7月から9月5目まで）せ

ざるを得なかったこともその理由と考えられる。

　昭和48年度の総利用数は，前年度（47

年度）が史上最高であったため，その差が気

になるが，過去8年間の年平均81，340冊，

44，396人からみれば大体平均値に近い利用数

といえよう。統計表σ）なかで貸出欄にr開架」

σ）項目がないび）は，開架図書は現在，貸出を

実施していないためである。表σ）なかで，学

8工学・芸術

　（27）

部学生は教養課程と専門課程に分け，後者は

部局別に集計している。　r職員」には，教官

だけでなく事務系職員なども含んでいる。

　分類別利用状況く表2＞では，和・洋の分

類表が異なるため別統計となっているが，洋

書が極端に少ないσ）は，本館では，洋書は語

学辞書・参考図書以外はほとんど購入してい

ないこと，そのためσ）開架図書は和書だけで

あり，開架図書の洋書48冊σ）利用は語学辞

書である。利用の内訳は，開架図書は（1）2

門35．8％，（2）6門30．2％，（3）3門6・8％
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（いずれも冊数比）であるがこれはく表1＞

び）百分比でも解るように，法学部学生，工学

部学生び）利用が多いためであり，＜図1＞と

も同一の内容である。庫内図書は，閲覧・貸

出ともに4門が第1位で25％を上回ってい

る。閲覧では10門18，5％（雑誌はここに含

む），貸出では5門17．4％が第2位である

（閲覧では5門は第3位18．1％）。配架冊数

をみると16，066冊のうち，2門20．7％，6

門19．4％（49年3月末）と計41．1％も占め

る蔵書構成であること，また，庫内図書び）蔵

書構成が4門18％，5門14％（いずれも推

定）で，2部門だけで30％を超えているこ

となどからみて，当然の結果ながら構書構成

と利用とが密接な関係にあることが窺える。

　＜図1〉び），開架図書の利用比では法学部

＜図1－1＞と、L学部く図1－3＞σ）専門課程

では，専攻領域び）主題が50％前後を占め，

それ以外び）領域の大部分が5％以下という利

用差となっている。法学部でr雑誌」が23弘

も占めているび）は，開架図書には法学関係び）

雑誌び）バックナンバーを配架（他び）雑誌は新

着号のみ配架）しているためで々）る。これに

対して，教養課程び）学生の利用く図1－2〉

は6門が比較的利用が多いだけで，他は平均

した利用率を示していることは，教養課程と

専門課程σ）利用する図、恥）違いをはっきりさ

せている。本館では，利用者別と分類別統計

を切り離した統計表となっているため，前に

魂）述べたとおりく図1＞は今回だけσ）抽出調

査によって！）かめた唾）ので，こんごは利用統

計表を検討する必要力滅）ろう。

学術雑誌総合目録自然科学欧文編

　　　　　1975年版刊行の準備すすむ

　全国0）大学や主要研究機関等が所蔵する自

然科学系σ）欧文雑誌を網羅する総合目録が，

文部省監修，（財〉国際医学情報センター編集，

（株）紀伊国屋書店び）製作によって，来年3

月に刊行される予定である。こび）種の目録と

しては，すでに1966年版があるが，約10

年ぶりの企画である。年毎に著しく増大して

ゆく学術雑誌び）所蔵目録を，これまでσ）よう

に，手作業で作成していては，出来上るまで

に何年もび）歳月を必要とし，内容の新鮮さが

全く失われてしまう。このようなことをなく

するために，今回は画期的な試みとして，電

子計算機による編集・製作という方式がとら

れる。こうすることによって，作業の迅速化

・合理化を計ると同時に，将来の発展にそな

えて基礎！づくりをするという意図もある。今

年始めから，編集担当機関による予備版の作

成，各所蔵機関からび）データ提出についで，

編集，製作と進み，今年度中に刊行を済ませ

るという計画である．なお将来は，今回磁気

テープの形で保存されるデータ・ベースを基

礎に，各館からび）追加的データ提出に基づき，

1年ごとに補遺版を，4年ごとに改訂版を刊

行する予定であると聞く。

　7月末に本学にも所蔵データ提出び）依頼が

きている。約33，000タイトルを包含する予

備版（2分冊）と照合しながら，本学雑誌び）

所蔵事項をデータ記入用紙に転記して10月

末日までに提出するべく，洋書目録掛を中心

に作業をすすめている。　「京都大学欧文雑誌

総合目録自然科学編1972年版」に記載され

ている雑誌と，同目録作成以後，部局から報

告を受けた若干σ）変更分をあわせて約9，000

タイトル，20，000件を報告することにした。

何分ぼう大な量であるうえに，所蔵巻号等び）

正確を期するために，再調査を要するものに
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再三遭遇するので，作業ははかばかしくは進

まない。目下全量の4分の1といったところ

であろうか。

　再調査にあたっては，各所蔵部局図書室の

協力をいただき，厚くお礼申し上げると同時

に，今後とも惜しみないご協力をお願いする

次第です。（洋書目録掛）

京都大学和文雑誌総合目録の編集作業

　本学所蔵の雑誌総合目録の一環として，本

年度は和文雑誌総合目録を刊行することとな

った。これはさきに刊行された1967年版な

らびに補遺の改訂版である。

　旧版刊行後の異動と新規架蔵雑誌について

5月以来各部局図書室に，昭和49年3月31

日現在で調査をお願いしていたが，このほど

報告の提出が完了した。予想以上に異動訂正

や新規雑誌が多く，編集にかなりの時間がか

かりそうであるが，11月印刷に付すことを

目標にして目下編集に努力している。編集，

印刷，校正などが順調に進行すれば，来春3

月には刊行される予定である。

近畿地区国公立大学図書館協議会

1．研究集会活動

　8月26目（月）午后1時30分より，新築成

った京都府立大図書館を会場にして，本年度

第1回の施設に関する研究集会を開催した。

京都府大図書館の設計は，いわゆるモデュラ

・プランニングを基本としており，その点で，

将来における内部空問の互換性が考慮されて

いることと，身障者に対する細かい配慮が，

とくに興味深い。当目は80名近い参加者が

あり，本学からも21名の参加者があった。

　9月6目（金）午后1時30分より，楽友会

館で，　rアメリカの大学図書館における相互

協力について」と題して，大阪大学図書館田

中久文氏の在外研修報告を中心とした研究集

会を開催した。2時間にわたって，田中氏よ

りアメリカの最新の実情について報告があっ

た後，大阪府大堀事務長の司会により質疑討

議を行なった。約60名の出席があり，本学

からの出席者は26名であった。

2，委員会活動

　企画委員会は，9月6日（金）10時半から，

楽友会館で本年度第2回目の会合を開き，今

後の研究集会計画について検討した。その結

果，10月18日（金）には，主題別研究集会

の本年度の第1回として，　r理工系図書館に

おける図書館資料の収集ならびに保存」につ

いて，京都工芸繊維大学で開催する。11月に

は，施設研究集会の第2回目を兵庫県立図書

館で開催することになった。

　また，参考図書委員会は8月28日（水）に

大阪女子大で，図書館統計委は9月3日㈹

に和歌山大学で，それぞれ開催された。
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